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デンマーク海外福祉研修（2010年）・引率者から見た
高福祉国家※
三友量順※※
はじめに
　報告者は，本年度（平成21，2010年），立正大学社会福祉学部の主催する海外福祉研修に引
率担当教員として同行した。研修・訪問先施設など，諸般の準備は主に溝口　元・本学部教授
がになってくれた。報告者にとってデンマークは初めての訪問である。デンマークの福祉事情
に精通し，或いはデンマーク国籍を有し，若しくは現地で働く日本人も多い。更には，先立っ
て同国を訪問をしている学部教員からの教授会提出報告資料もある。その他，近年では北欧の
福祉施設訪問を取り入れた各種ツアーもある。そうした中での本報告は，学部が主催した海外
福祉研修のユコマとしての資料を超えるものではないかもしれない。
　報告者は，これまで幾度か海外を訪問している。そうした体験を踏まえた拙著もあらわした
ことがある。しかし，ふりかえって見ると，初めて訪れた際の観察とそれに伴う感動は最も印
象深いものがある。のみならず，その時の観察には正鵠をついたものが多いことを実感してい
る。このような理由から，佛典の「衆盲摸象（アンダ・ガジャ・ニャーヤ）」の讐喩のよう
に，筆者の観察がほんの一部分であることを承知のうえで，引率者から見た高福祉国家を以下
に報告したい。II章の「引率者雑感と福祉国家」は，筆者のこれまでの報告類同様に，楽しく
読んでいただければ幸いである。〔「1．ITINERARYと引率者の記録にもとつく概要」は，報告
者が学部に提出した「帰国報告書」に概ね寄る〕。
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利用航空会社：Scandinavian　Airlines
旅行社：JTB埼玉支部・ミキツーリスト。
滞在ホテル：SCANDIC　SYDHAVNEN（スカンディク・シュイハーネン）
　　　　　Adrs：Sydhavnen　Plads　15　2450　Copenhagen　SV　Denmark
訪問施設：①SOLGAARDEN（ソールゴーエン）〔》Salvation　Amiyが運営する市から委託されている
　　　　　保育所・幼稚園・学童保育施設。コペンハーゲンから西へ約8キロ（車で20分ほどの距
　　　　　離）。
　　　　②BROGENDAGERSKOLEN（ブローゲンダゲルスコーレン〉⇒自閉症児の学校教育・放
　　　　　課後の学童保育所としての役割。コペンハーゲンから西へ約15キロ。
　　　　③AELDRESAGEN　AFDELING　KOBENHAVN（エルドライセン，コペンハーゲン支部）
　　　　　⇒デンマーク最大の高齢者団体，会員数56万（人口の10パーセント），1986年設立。コ
　　　　　ペンハーゲン市内。
　　　　④FALCK　TECHNICAL　AIDS（ファルク補助器具センター）⇒民間会社として発足して現
　　　　　在はフレデリクスボー県内に適切な補助器具を提供するセンター。補助器具貸し出し・
　　　　　展示を行う。コペンハーゲンの北房30キロ。
　　　　⑤GIMLE⇒ビルケゴーにあるオレ・コレ（英語では01d　People　Collective　Houseの意）と呼
　　　　　ばれる高齢者が暮らす12棟のフラット住宅。1991年，当時の町の高齢者協会が敷地を購
　　　　　入。住人の自主管理。コペンハーゲンの北23キロ。
LITINERARY（旅程）と引率者の記録にもとつく日程概要
　本年度，デンマーク国コペンハーゲンを中心とした海外福祉研修に参加した本学漆生は総員
17名であった（本報告末に参加者全員の氏名を挙げておく）。社会福祉学科生10名の内，4年
次生3，3年次生2，1年次生5名。人間福祉学科生7名の内，4年次生3，3年次生1，2
年次生1，1年次生2名である。そのうち男子学生は社会福祉学科の4年次生1人であった。
日程ほか，研修内容等に関しては，事前に溝口教授がJTB埼玉支店の担当者と打ち合わせ・調
整を行ってくれた。出発に先立っての結団式が8月18日（水）午後4時から熊谷校舎（アカデ
ミック棟4階）で行われている。当日は旅行社JTBの担当者氏にも最後の確認をしてもらうた
めに事務長が参加要請をおこなった。当日の参加教員は仲山学部長，石井富美子教授，溝口
元教授，それと引率者（三友）の4名である。また当日は，院生（博士後期課程）の吉村彰史
氏，濱田徳之氏（修士課程）も加わって参加者に適切な助言をしてくれた。この時に，訪問施
設の報告を主として受け持つ担当のグループ分けを確認している。
出発当日（22日〔日〕）⇒晴れ，研修日程にそって成田空港第1ターミナル南ウイング4F・K
カウンターに9時30分集合。引率者が到着した午前9時前には，すでに数名の参加者（1年
生）が出発ロビーに集まっていた。彼女たちは空港近くのホテルに前泊をしたとのことであ
る。当日はJTBからは担当者M氏の代わりに上司のY氏が出国手続きに立ち会ってくれた。溝
口教授も見送りに空港へ来る（出発前の集合写真を撮影）。出国審査前に，溝口教授からの案
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内に従って空港内の取り扱い銀行でDKへの両替を各自でおこなう（この日のレートは
16，97）。早めに出国手続きを終えてSK984便にボーディング・タイムを待って搭乗。　seat　chart
はY氏が後部42～46列のD～F席（中央部）にほぼ集めてくれたので，その間の座席は自由に変
更を認めてやる。出発便離陸管制待ち合わせのため，定刻（11：40）を30分ほどたった12：10
に成田をテイクオフ。
　機内食（昼食）は押し鮨・海苔巻き・牛肉隠元弱め，パン＆ライス。食事中の飲み物（アル
コール類を含む）は無料。学生からはアルコール類の注文は無し。機内食はその他に軽食
（ロールサンド）と夕食（メンチバーガー）の計3度。日本とデンマーク間の時差は夏時間で
7時聞，現地時間の16時（日本時間23時）にコペンハーゲン国際空港に到着。出国手続きを終
えて空港で出迎えてくれた現地旅行社から派遣されたガイドYさん（若い日本女性）と合流。
着陸前の激しい雨のために道路が渋滞し送迎バスの到着が30分目ど遅れた。気温は摂氏16度，
天候は曇り空。ホテルまでは15分程度の距離。フロントにホテル予約ヴァウチャを提示して，
現地時間17時半にはチェックインを終える。この日のガイドは空港からホテルまでのみの
「AST（送迎ガイド）」とのことを結団式の日に三村氏より聞いていた。引率者と男子学生
（有馬君）はSingle　room，　Twin　roomは5部屋，　Triple　roomは2部屋。ホテルの部屋はいたっ
てシンプル。バスタブは備えつけられていない。シャワー・トイレ（ビデ無し）・洗面台，
シャンプー（備え付け）・ドライヤー・バスタオル・ティッシュペーパー有り。歯ブラシほか
洗面用具は無い。多機能テレビが備えつけられている。ちなみに，室内履き用のスリッパは，
概ねこうした海外旅行では滞在先のホテルには無いので携帯する必要がある。部屋のキーは
カード型差し込み式。各自に部屋のシャワー等の不具合がないかを確認させる。引率者の部屋
は012号室（0はグランドフロアーの意）。引率者への緊急連絡（海外用携帯電話を出発時に空
港で借りる）・部屋問の電話連絡の仕方を指示する。
　到着日の夕食は19時（日本時間午前2時）。前菜（蒸し小エビとサラダ）・メインディッシュ
（チキンソテー，チーズポテト添え）・デザート。全員ホテル内レストランへ集合。学生の中
から「今日は五食目」という声も。4年次生2名（男女各1名）がグラスピアーの注文を引率
者に打診。支払いは自己負担との条件で認める。21時半に食事を終え，ロビーで全員が集ま
り，翌日の行動予定を確認後，各自の部屋へ。ホテルのフロントは24時でも宿泊客や利用者が
大勢いる。ホテルのフロント中央テーブルに置かれた飲み物（冷水・レモン水）や果物（林
檎．梨．バナナなど）はいつでも自由に取って食べることが出来る。
8月23日（月）⇒現地時間早朝4時に学部事務局へ国際電話。前日の無事到着を知らせる。晴
れ。朝食はビュッフェ形式，6時半から。各種パン（各自が自由に切り分ける麦芽パンなども
ある），チーズ・ハム・サラダ，ヨーグルト（フルーツ果汁入りも）・果物など。各種チーズや
乳製品・ソーセージ，生ハム等が供せられているところに酪農国の面目。日程では午前中は，
ホテル9時発の市内観光であったが，前日に8時に出発したいとの送迎ガイド氏からの要請が
あったために7時50分にフロントに集合。午前中の「GDE（観光ガイド）」は年配のS女史，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　55　一
デンマーク海外福祉研修（2010年）・引率者から見た高福祉国家
　「ウン十年もデンマークに居る」とのこと。明るく楽しい日本女性。車内では簡単な名所紹
介・交通事情（右側通行）・自転車優先道路などの説明あり。日程に従って半日の市内観光が
組み込まれた。人魚姫の像，アマリエンボー宮殿での衛兵交替式，一般開放されている宮殿内
Museumの見学，市内の観光を午前中に終える。この日は人魚姫の誕生日とのこと。上海万博
に展観されている人魚姫はライブで，海中に設営された大きな画面に映像が送られていた。旅
行内容の現地担当者へのイティネラリーには「12：00Guide　job　end」と記されている。この
日の昼食は邦文の日程表では「途中　自由昼食」とあるが，昼食場所などへの具体的な誘導記
載は無い。S女史が「この旅行は，引率の先生お一人なんですか？」と気の毒がって（！），
コペンハーゲン中央駅の構内で，軽食を学生達が済ませて集合するまで，お付き合いをしてく
れた。構内では背丈の大きな中年男性が酔っていたのか本学の女子学生に声をかけて近づく場
面も。引率者が割り込んで注意し退かせた。待機していたバスに乗車して午後の訪問施設へ。
　定刻の午後1時前に訪問先の施設に到着。M女史（東京オリンピックの年にデンマークへ来
たとのこと）が自家用車（フランス車）で定刻どおり到着・合流。M女史は専門の「INT（通
訳）」で，「15：00intelpreter　job　end」とイティネラリーには記載されている。正味2時間の
通訳である。午後の訪問施設は①SOLGAARDEN（ソルゴーエン）。　Salvation　Armyが運営す
る，市から委託された保育所・幼稚園・学童保育施設。周囲に自然環境を配置し活かした保育
施設である。人物を被写体にすることも，施設内の何処でも（子供たちの利用する引き出しの
中も）撮影してよいという許可が初めにトースチン施設長からあった。1時間半ほどの見学を
終えて，施設長を囲んでの懇談（果物ほか，北欧特有の柔らかいクッキーや飲み物が準備）。
学生たちからは積極的に質問があった。学生たちは持ってきた折り紙をプレゼント。日程表の
時間どおりに3時には施設見学を終えて，M女史とは現地で別れる。バスに乗車してホテルへ
戻り，15：45からロビーでミーティングを行う。19時からのホテルでの夕食前に，1時間半ほ
どロビーでこの2日間の各自の研修体験や印象を，自己紹介を含めて語り合う時間を持った。
滞在中のホテルでの食事メニュープランは出発に先立って配られていたが，メインディッシュ
の内容は多少変更があった。
　夕食後は自由時間とし，外出する時には単独ではなく部屋単位もしくはグループで行動し，
部屋に戻ったら必ず引率者に報告をするように事前に指示を出している。ただし，全員に所持
させるべきホテルの名刺がフロントには人数分が無く，ホテル名のデンマーク読みと場所の確
認を全員で行う。この日は外出者は飲み物を買いに出た学生数名の他には無く，希望者（結果
的には引率者を含めて全員）は男子学生・有馬君の部屋（010号室）に集まり，各自が持ち
寄ったお菓子や飲み物で歓談後（21：30～22：30），解散。
8月24日（火）O未明に学部事務局へ国際電話報告。早朝降雨，後晴れ，時々小雨。9時にホ
テルを出発して午前中は，②BROGENDAGERSKOLEN（ブローゲンダゲルスコーレン）へ。
この施設は自閉症児の学校教育・放課後の学童保育所としての役割を果している。前日に続き
M女史が通訳。本日の通訳の仕事は9：00～17：00まで。場所は，コペンハーゲンから西へ約
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15キロの距離。9：30からの予定された訪問時間より早くバスが到着したために周囲を10分ほ
ど散策。天候は小雨。近くには義務教育10年次生たちの学級もあり，たまたま通りかかった男
女の生徒たちの様子が北欧の自由で開放的な様子を伺わせる。訪問施設では，自閉症児に関す
る説明と施設での対応の講義を担当者（メッテ副校長・女性）から聞き，その後，若い日本人
スタッフ（T女史，横浜国大卒）の案内で，施設内見学を行う。滞在中は何処でも，飲み物・
お菓子の接待を受ける。午前中の研修を終えて，昼食は，かつての魚市場跡に出来た大きな
ショッピングセンター（FISKETORVET）内で各自，自由にとる（12：00～13：30）。その間
バスは待機Q
　午後は，③AELDRESAGEN　AFDELING　KOBENHAVN（エルドライセン，コペンハーゲン
支部）への訪問。市内にあるこの支部は，1986年の設立。昔のミシン工場跡に出来たものとい
う。デンマーク最大の高齢者団体（M女史は圧力団体という表現も使っていた）で，現在の会
員数は説明では560，000人。全人口の10パーセントが会員となっているという。支部の建物内
部にはジム（有料）・製本作業処（古本修理）・ビリヤード・カフェなどの部屋がある。この支
部のサーヴィスセンターには10～15名のボランティアがいてすべて無償で奉仕活動をしている
とのこと。14：10から支部事務局長（76才男性）を囲んでのミーティング。飲み物はコーヒー
ほかジュースなどを各人が自由に入れる。ここでも，報告グループを分けたことで，担当班の
学生たちからは積極的に質問が出た。質問には事務局長がユーモアを交えて応えてくれた。研
修を終えて，バスが集合場所に戻ってくるまでの間は，近くを自由に散策。報告者はEM女史
の案内で「TIGER」と名付けられた10DKショップにも入ってみる。日本円では10DKは現在は
160円ほどなので，日本風の百円ショップと言うところか。店内には日本と同じようなものが
置いてある。あとは時間まで，ここのアイスクリームが，と勧められた店で買った北欧の乳製
品を，公園内のベンチにM女史と腰掛け雑談しながら楽しく過ごした。
　この日は，17時前にホテルに戻り，30分ほどのミーティングの後，夕食も含めて自由行動。
外出してホテルに戻った際には，グループの代表が必ず引率者に連絡することを条件に解散。
夜景の美しいチボリ公園（遊園地）に出掛けたのは2グループ，その他，中央駅付近の散策・
食事のグループが分かれた。引率者は，学生たちの行動を把握すべく，時間をずらして電車に
乗ってチボリ公園（入園料は大人95DK）に向かい，園内での学生たちを確認。その後，公園
を出て駅構内のカフェで軽食をとりつつ，他グループの学生たちの往来を観察。1年次生数人
の外出グループに，付かず離れずしながら22時台の電車でホテルに戻ってきた。その後，外出
していた2グループから帰室の連絡を受ける。最終の報告があったのは23時。
8月25日（水）⇒現地時間3：15（日本時間10：15，夏期休暇中の事務局は10：00から）に学
部事務局に電話報告。晴れ。本日の研修先はコペンハーゲンの北方（ノーシェラン，シェラン
の北）。この日は強風。最近は天候が不順とのこと。午前中の訪問先は④FALCK　TECHNICAL
AIDS（ファルク補助器具センター）。コペンハーゲンからバスで45分（約30キロ）。各種補助
器具を観て，実際にリフト介助を体験する学生もいた。ファルクは「鷹hawk，fulken」の意。こ
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の日の昼食は地中海風のイタリア料理レストラン（RISTORANTE　LA　PERLA）でのコース料
理。テーブルに置かれたキャンドルと生花・ワイン類のグラス配置がレストランの持てなしの
高さを表している。研修中の食事メニューでは最もレヴェルの高い満足のいく内容であった。
勿論，アルコール類の注文は無し。昼食を終えて，午後は⑤GIMLE高齢者集合住宅オレ・コ
レへ（14：15）。オレ・コレは英語ではOld　People　Collective　Houseの意という。12棟のフラッ
ト住宅。大部分が屋根続き。1991年に当時の町の高齢者協会が敷地を購入し，住人の自主管理
で管理責任者はいない。コペンハーゲンの北23キロに位置する。現在は入居者は65才以上に限
られているとのこと。但し，今は25軒分のウエイティング・リスト。高齢者向けの家屋・住宅
として機能している。高齢者の男性と女性の二人が，訪問した我々を歓迎。室内を見学させて
もらう。この際に老婦人が筆者に語ってくれた話は印象深かった。15：40に訪問見学を終え
る。帰路は渋滞（とは言っても日本では都市部の普段の交通量），両替の希望者がいることを
伝えておいたので，中央駅で希望者は下車（16：30），M女史の案内で両替に向かう。彼女も
そのまま下車〔時間内だけの勤務に，すべてがコントラクト（契約）の社会であることを実感
する〕。引率者と他の学生はホテルにバスで戻る。この日の夕食も各自自由にとる。引率者
は，ホテルの食堂で夕食を済ませた。20：00にBさん（2年生）から，「部屋のカギを紛失」
したとの連絡が入る。フロントに出向き，説明後に，快く受付嬢がスペアーのカギを渡してく
れた。24：00に3年女子のツインルームから電話があり，部屋が突然停電とのこと。その部屋
のドライアーが不調で交換してもらったことなどもあり，それが起因したものか。日本的に言
う3階の学生たちの部屋に出向き，ホテル従業員に連絡をとる。確認と修復を依頼。暗い部屋
の入り口を開けて，戸口の廊下で学生たちと一緒に修復を待つ。15分後には明かりが点いた。
この日の夜には学生がバス車内にカメラを置き忘れたとの報告あり（バスは業務を終えてすで
にホテルから戻っていったが，専用であったので，カメラは車内にそのまま置かれていたこと
が判明）。
8月26日（木）⇒早朝，学部事務室に国際電話で前日の報告をする。晴れ。この日は終日自由
行動の日。朝食後，8：30にロビーに全員集合。昨日の反省報告のミーティングを行う。9：00
に，前もって引率者が依頼しておいたコペンハーゲン大学の男子院生（フィリップキゾ一
二，1978年生まれ）が来る。ミーティング終了後，大学に訪問したいグループと自由行動のグ
ループに分けて，引率者と大学訪問グループ（大部分が1年次生）は，電車・地下鉄を乗り継
いでアマー島のコペンハーゲン大学へ。人文科学系の建物には報告者が個人的に訪問を希望し
ていたKirsten　Refsing教授の研究室がある。レフシング教授は日本にも留学経験のある言語学
者である。幸いにも，教授が，研究室に戻ってきたところに面会が出来た。彼女の娘の出産が
間際で，病院と大学を行き来していたという。立正大学の英文紹介パンフレットならびに，引
率者が携えた自著2冊などを謹呈することができた。図書館・購買部ほかの大学構内の見学を
済ませて，地下鉄・電車でコペンハーゲン中央駅に。
　一行は，午後から昼食も含めて自由行動を希望したので，大学訪問グループとはここで別か
れることになった。引率者はキゾー氏との昼食を済ませてから，アルバイト料を支払い，別か
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れてホテルに戻る。この日は，20：00から市内のレストランでさよならパーティーが予定され
ている。19：00（予定の19：30を19：00の出発にと，前日に担当運転手から引率者に申し入れ
があった）にホテルを発つ専用バスに乗車。学生たちには18：00迄にはホテルに戻るように，
朝のミーティングの際にきつく伝えておいた。当日の終日自由行動では，当初オプションで企
画されていたオーデンセに電車で往復した学生（片道1時間半，男子を含む）たちもいたが，
どうにか出発時間内には戻ってこられて一安心した。その間の行動は携帯電話で学生と確認を
とる。最後の夕食をとった市内のレストランはビュッフェ形式〔辛口に採点すれば，バスを
チャーターして行くほどであったか？〕。21：30にホテルに戻り，各自，明日の帰国の準備を
するように促す。
8月27日（金）⇒晴れ。早朝，学部事務局へ国際電話で報告をする。朝食後，9：00にロビー
での最終ミーティングを簡単に行う。チェックアウトは各自が順次済ませる。送迎はミキトラ
ベルのW氏（男性・9：45にホテルへ）。10：00専用バスにて市内観光（国立博：物館見学！0：
30～11：30，常設展示室は無料）。昼食は北欧最大のスーパーマーケット（KAGEHUSET，食
事後12：50に集合）で各自が自由にとり，13：00に空港着。W氏の手を借りて全員がEチケッ
トの自動操作で出国準備を済ませる。帰国のフライトは15：45発のSK983便成田行き。出国手
続きを済ませてから，幾人かの学生は免税払い戻し手続きを空港内で行う（1件につき300DK
を超えたものについて払い戻し可）。搭乗待合処では，同時期にスウェーデンに出張されてい
た人間福祉学科の田澤教授に出会う。帰国便が同じであることは出発前に田澤教授からうか
がっていた。学生たちも気づいて挨拶。一行のSeatは出国時同様に，最後部座席に纏まってい
る。茂木さん（社福1年生）が往路を参考に復路の席割り表を手際よく作り，それに従って搭
乗着席。機内での夕食・機中泊。機内は乾燥しており，出発に先立っての結団式の日に，院生
の吉村氏からの助言を受けてマスクを着用する学生が大部分。およそ11時間のフライトで空路
成田へ。往路同様に，不安を感じさせることのない安定した飛行（飛行中，安全ベルト着用の
注意アナウンスは一度もなかった）。
8月28日（±）O成田の気温が摂氏33度との機内アナウンス有り。到着1時間半前に機内の朝
食。予定より30分ほど早く成田へ到着（9：00）した。各自，帰国手続きを終えた後，重たい
旅行カバンなどを携えて到着ロビーに出て，石井富美子教授の微笑みあふれる出迎えを受け
る。電光掲示板の着陸表示を見て，事務長へは無事到着の連絡を直ちにしてくれたとのこと。
出発時と同じ配列で集合写真を撮り，全員が無事に帰国出来たことをよろこびあい，空港にて
現地解散。出発時同様に，一部，参加学生の家族の出迎えもあった。
1　デンマーク研修，引率雑感と福祉国家
1．デンマークへ
日本が輸入する豚肉の約半分はデンマークからのものだという説明を車中でガイド女史から
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聞いた。デニッシュという馴染みのあるパンの名前，チーズ，生ハム，鯨のマリネ，筆者の思
い浮かべるものは食料品が先に出る。勿論，直ぐに思い浮かべるものの中にはロイヤル・コペ
ンハーゲンの陶磁器イヤープレートもある。家族の記念に購入して以来，毎年，楽しく見てい
る。確か今年の図柄はポーラペアー（北極熊）である。家人が愛好するホルム・ガー（Holme
Gaard）のガラス器なども，柳宗悦氏の「民芸」に通じる感がある。
　デンマークは内村鑑三氏が，三キリスト教の信仰に立脚して述べた『デンマルク国のはな
し』などをとおしてわが国には早から紹介されてきた。ニコライ・グルントヴィの教育理念
は，東海大学創始者・松前重義氏によってもわが国に採り入れられている。かつ，デンマーク
は国名にキングダム（王国）を冠し，女性の皇位継承を国民の賛成で実現している近代国家で
ある。酪農国，もしくは畜産国，あるいは近年では環境問題に配慮した風力発電の実用国とし
ても，デンマーク（KINGDOM　OF　DENMARK）は名高い。この国が，北欧における高福祉国
家の1つであることは周知の如くである。高度の福祉社会を実現するためには，当然ながら納
税における国民の高負担が現実としてある。たとえば自国での生産が無いデンマークでは乗用
車が，わが国での価格のおよそ3倍にもなる。自転車の普及はそれに対応してくる。ガソリン
価格は，給油スタンドで電光表示がされ，その日のうちの変動に対応している。価格は日本よ
りは幾分高い〔8月24日（火）の朝の表示では，1L約160円ほど〕。
　給与の約半分が所得税，消費税も25％ともなるこの国では，国民の所得格差が大きくないと
いう。起伏の少ない平坦な国土とも相伴って，実際に訪問してみると，都会は都会で，郊外は
郊外で，いわゆる蔓を競うようなデコボコ感がない。政党にたいする企業献金もないから政治
が国民の側に立った姿勢を堅持できると言う。こうした背景をもった世界で最も国民の幸福度
の高い国がデンマークである。かつてわが国の首相が高らかに吼えた，経済原理主義的な「勝
ち組」への讃歌が，国民の幸福にとっていかに儂いものかを，この国を訪問すると実感させて
くれる。
　2．福祉国家における悩み
　総人口が540万（現在の統計では543万・内村鑑三氏当時は250万）ほどの先進国だとして
も，社会における高福祉の実現は，国民の幸福度がそれを顕著に物語っている。このデンマー
クも，近年，様々な悩みを抱えている。福祉国家を標榜する国にも，高度の医療体制の充実な
どの解決すべき問題があることはすでに指摘されている。ガイド女史の話では，国の財政との
絡みで，もう「福祉国家」という呼称を返上したほうがよいのでは，とささやく議員も中には
いるらしい。
　移民ほかEU統合における隣i接した国からの外国人の流入の問題もある。インターネットで
閲覧できる「在デンマーク日本大使館」のホームページには，治安・社会情勢が詳しく紹介さ
れている。今日のデンマークに「物乞い（begger）」がいるという報告は筆者は知らない。理
想的な社会を実現していたはずの社会主義国家の中国でもそうであった。しかし1980年代の初
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　60　一
人間の福祉　第25号（2011）
頭に，中国の天台山では物乞いが訪れる人々に慈悲を乞うていた。
　今回，初めてデンマークの首都コペンハーゲンを訪問した一部の学生が，驚いたように報告
者に語った。世界でも名高い福祉国家に，物乞いを見たからである。彼らは，帰国前日の，終
日自由行動の日に，特急電車でのオーデンセ往復を果敢に挑戦したグループである。その途中
でベガーがいたことに気づいたらしい。それを，戻ってから報告者に告げた。彼らの観察に先
立って，筆者は夕食後の自由時間での学生の動向を見るために訪れた，夕暮れのチボリ公園の
裏口の通りで，地面にすわって物乞いをする男性を見ている。介助犬ともおぼしき大型の犬を
傍らにした中年男性であった。地面に置かれた帽子には幾枚かのデンマークコインが無造作に
投げ込まれていた。彼がデンマーク人であるかどうかという疑問よりも，何処にも我々が善意
を寄せる対象があるのだという気持ちが先立って，帽子の中にそっとコインを置いた。
　ところが，学生の報告を聞いて，そうした物乞いたちは一体デンマーク人であるのか，ある
いは外国からの流民なのか，確かめてみることにした。帰国日に担当してくれた初老の男性ガ
イド氏に尋ねてみた。彼は，デンマークの滞在も長く，もともと語学力を活かして日本の研究
者から依頼されたデンマーク語の学術書の邦訳をしていたと言う。彼の説明によって，以下の
ようなことが判った。
　EUに加盟したことで，関連諸国からデンマークへの出入が容易になった〔但し，現在はま
だユーロを共通通貨として採用していない〕。入国にもパスポートのチェックが無くてすむ。
そのために不法な目的をもった外国人もしばしば流入している。回る国（ここでは国名は伏し
ておく）から，例えば，観光バスでコペンハーゲンの中央駅近くに乗りつけ，二者全員がそこ
で一旦解散したのち，指定された日時に再び集合して自国へ帰ることがある。ところが，入国
の主な目的が窃盗で，帰国時にはダンボール箱を抱えてバスに乗車するという。また，介護士
（care－giver）になりすまして，老人宅を訪問し，信用させて，盗みをはたらくこともあると
いう。彼らの顔写真が新聞で公開されることもあり，注意が促されているらしい。
　こうしたことを聞いて，筆者は，物乞いをしていた男性に触れてみた。すると彼は，デン
マーク人ではないと断言していた。恐らく彼の答えどおりだろう。しかし，国籍が与えられて
いなくても，今日のグローバルな社会では様々な人々が都会へ集まる。わが国も国際化がはか
られ，やがてそうした問題が現実のこととなるだろう。すでに観光ビザや偽造パスポートで入
国した外国の窃盗犯たちによる破壊的な犯罪が，しばしばわが国でも紙面を賑わせている。ビ
ザもパスポートも要らないとしたら事は単純ではない。同時に，隣i接諸国の現状を等閑視した
まま，自国のみの高福祉社会を享受していけるのかという問題は，先進諸国が共通して考えな
ければならないだろう。
　3．海外援助への現代的アクセス
　デンマークでは，海外援助にたいして企業や国民も積極的である。その一例を挙げておきた
い。報告者が訪れた際に，新聞紙面にも集中豪雨によるパキスタンの洪水被災の状況が写真な
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どで大きく報道されていた。この被害にデンマークの電話会社が，契約する人々の携帯電話に
メールを送った。寄付送付先を掲示して，それにアクセスすれば自動的に一定額のドネーショ
ンが行える仕組みである。すると1日で1千万DK（日本円で1億6千万）の寄付が集まった
という。日本にも似たような取り組みがテレビ放送などであるが，指定された番号に電話をか
け直さなければならない。情報機器に表示されていれば，躊躇うことも手を煩わさなくても簡
単に人々の善意をうながせることができる。社会貢献・海外援助に現代的な情報システムが利
用できる良い一例である。〔60～70年代に労働力の不足からトルコやパキスタンなどから労働
者を受け入れた。パキスタンへの援助にもぞうした背景があるだろう。彼らの高齢化にともな
う社会問題もあるとのことである。〕
　4．コペンハーゲン大学へ
　デンマークは南部でドイツと国境を接している。首都コペンハーゲンのあるシェラン島やコ
ペンハーゲン大学のあるアマー島（現地の人が雫のような小さな島と表現していた）も，言わ
れなければそのまま陸続きの感がする。多くの島々との間は現在は縦横に橋が巡らされ，鉄道
に乗ったり道路を車で進んでいていつ別の島に入ったのかが，しばしば判らないままである。
通勤時にはスエーデンからも車で首都コペンハーゲンの職場に向かう人々がいる。
　デンマークは，イヌイットが多く暮らすグリーンランドを除けば，国土は我が国の九州ほど
の面積である。イヌイットとアイヌの言語に関心をもち，我が国にも留学の経験のあるレフシ
ング教授に学生たちとお会いすることも，今回引率した筆者の希望であった。これも今回実現
できた。フレシング教授は，比較的小柄なデンマーク女性で日本語も堪能である。グリーンラ
ンドには現在5万人ほどのイヌイットたちが暮らし，その半数がデンマーク国籍をもつとい
う。地下鉄で，乗りあわせた乗客にも，幾人かのイヌイットの方々がいた。
　コペンハーゲン大学へは，フィリップ・キゾー（PHILIP　HOLM　KIESOW）君が道案内をし
てくれた。彼は，筆者が担当旅行業社に依頼してコペンハーゲン大学にアルバイト募集の張紙
を出した折り，申し出てくれた1978年生まれの大学院生である。早稲田大学にも留学経験のあ
るキゾー君の日本語も確かである。彼は徴兵や兵役の体験がない。強制ではないという。国際
紛争での派遣兵士のことを尋ねると，それは職業軍人が行うという。彼はもともと大学で電子
工学を学んだが，離職をして再び人文科学系の大学院に入学して学んでいるという。学費がか
からないので，現在は郵便配達のアルバイトをしながら両親と同居している。両親は現在57
歳，二人とも別々の職業に就いていて，通勤のためにそれぞれ車をもっているという〔ちなみ
に，新車は高額になるが，町でみかける中古車販売を見ると年式の古いものはほとんど日本で
のものと値段は変わらない。施設見学で通訳をしてくれたM女史もフランス製の中古車に乗っ
ていると話してくれた〕。妹さんは18歳ですでに独立して生活をしている。
　新しく建てられた大学の建物の中に，人文科学系の学部がある。やはりデザイン的には外部
のみならず内部にも意匠をこらした工夫が随所に見られる。内部の壁際の一角の周囲床が地階
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から素通しとなっている図書館は，広々とした空間を創っている。
　5．創造性を促す幼児・児童教育
　デンマーク人が何故物事を考えるのが上手で創造的な起業家が多いのか，という点につい
て，訪問した児童施設でトースチン園長が説明をしてくれた。子供の頃から，例えば靴ひもを
結ぶにしても〔壁に突き当たっても〕，大人が助けるのではなく〔解決方法を手助けせずに〕，
自分で考えさせ，自らできる〔解決させる〕ようにさせると言うのである。ダメと言わずに，
何故ダメなのかを子供に考えさせるとも話してくれた。解決方法を自分で探し，自分で見つけ
るという教育を身につけている。但し，自由の中に規律があることをしっかりと教えることの
大切さも語っていた。「子どもは狡賢いから，こちらを見抜いています」と言う園長のことば
は，幼児教育に情熱をそそぐ日本人なら口にすることは無いかもしれない。それだけに教育者
としての厳しい目をそなえていることを知らされる。
　研修先として訪問したこの施設は，市から委託された幼稚園・学童保育施設である。この
SOLGAARDEN（ソールゴーエン）は，コペンハーゲンから西へ約8キロ（車で20分ほど）の
距離にある。関連資料を見ると，3歳から7歳までの子供たち62名がこの施設に通っている。
そのほかに，10歳までの子どもたちを対象に学童保育も行っている。施設長のトースチン氏
は，穏やかで笑顔を絶やすことがない。園児たちからも大変信頼されている。ここには現在な
んらかの障がいのある児童が3添いるという。健常児も障害のある児童も一緒に，一見特別の
配慮もなく過ごしている。一部の2階建てを除けば，ほとんどがフラットな施設である。自然
のよそおいの多い園庭には子どもたちのために職員が協力して建てた小さな小屋がある。訪問
者の到来に，初めは物静かであったのが親しくなるにつれてはしゃぐ子どももいれば，最後ま
で，小さな自分専用の用具置きの陰に隠れるようにして座っている子どももいる。はにかんだ
様子の3歳ほどの小さな女の子が，人使2年の宮崎さんの手を，何も語らずに黙って握ったま
ま，一緒に最後まで施設内を廻っていた。彼女のもの静かさと幼児の様子が施設の雰囲気に母
子のように自然と溶け込んでいた。
　施設長との歓談のさいに，学生から質問が出た。日本の学童（児童）保育についての感想で
ある。すると彼は，「よくは知りませんが，日本は権威に対して従順すぎるのではないでしょ
うか。」との答えが返ってきた。もっと自由な発想の教育や保育があってもよいのでは，とい
う意が含まれているのだろう。なお，この時の筆者のノートには次のようにこの施設の感想に
触れている。「職員がごく自然に子どもたちの空間に溶けこんでいる。特別な指導助言をして
いないようにも見える。家庭的な雰囲気。園庭で職員が親たち（？）と立ち話をしている。ど
こにでもある普通の光景。」
6．訪問先の高齢者団体施設
AELDRESAGEN・AFDELING　KOBENHAVN（エルドライセン・コペンハーゲン支部）は
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1986年に設立されたデンマーク最大の高齢者団体である。会員数は56万（人口の10パーセン
ト）。コペンハーゲン市内にその支部がある。建物は昔のミシン工場の跡だという。75歳とい
う歳を感じさせない，小太りの元気な男性事務局長が内部を手際よく案内してくれた。周囲の
建物も時代を感じさせ，コペンハーゲン市内の歴史を物語っている。市内の古い建物は概ね5
階か，その上にペントハウスのあるものである。教会の尖塔が隠れないほどの建造物を建てる
のは，キリスト教国では一般的なマナーであった。
　彼の説明では，1900年に一人の牧師によって，貧困者に食事を給したり，お茶やおしゃべり
を楽しむ集いとして運動が始まり，やがて人気もあがり組織化されたと言う。政治的にも中立
で，高齢者問題への提言やプレスにたいしても影響力をもっているとのことであった。高齢者
団体ではあるが，18歳以上からはメンバーになれる。全国に219の支部があり，59のコーディ
ネ・一一ト委員会を有するとの説明を受けた。建物内の部屋には高齢者のアクティヴィティー（活
動）として，ビリヤードやカード（トランプ）ほかの娯楽室がある。その他，製本技術をもつ
高齢者のメンバーが古本の修理などを行う部屋もあった。そうした技能は現在ではもう他に依
頼できなくなっているという。経営も民主的に行われ，収入はメンバー会費がほとんどである
とのことであった。メンバーも殆どが年金受給者であるという。この支部のサーヴィスセン
ターには10～15名のボランティアが無償で協力してくれている。年に数回，ボランティアを招
いて食事会を開いているという。興味深かったのは，壁に，1895・1960・2007年に撮影した3
種の70歳の婦人の写真があった。言うまでもなく，写真の老婦人の姿にはそれぞれに隔世の感
がある。ヴィジョンを持ち，アクティヴで，有意義な余生を，というセンターの方針がうかが
われた。
　この時に学生から質問が出た。古い建物を利用したセンターに我々は，当然ながら歩いて階
段の昇降をした。先導してくれたのは先のエネルギッシュな事務局長である。そこで，学生か
ら，高齢者団体のセンターなのに，エ？ヴェーターが見当たらないが，不自由は無いのかとい
う疑問が出た。すると，「皆さんはお若いのにエレヴェーターを利用したいのですか？そうな
ら入り口と出口の2箇所に有りますよ。」と，ユーモア溢れる応えが返ってきた。おそらくは
とんどのメンバーは利用することがないのだろう。このサーヴィスセンターではダンスクラブ
だけでなく文学のクラブなどもあり，公認のオーケストラに参加しているメンバーも22名いる
とのことであった。
　この時に，学生からの質問は，日本の老人福祉についてである。彼は情報が限られている
が，と前置きをして「日本では高齢者と家族との関係が深いのでは。デンマークでは別々に暮
らしている。一人で生活ができなくなればホームに入れられてしまう。現在は二世代以上の同
居は農村部を除いて殆ど見られない。老人は家族ではなく自治体が支援している。」と答え
た。彼がその時，「年寄りになると家から追い出されてしまう」と，冗談まじりに言ったこと
が心にいつまでも残った。
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　7．補助器具センター
　訪問先にはFALCK　TECHNICAL　AIDS（ファルク補助器具センター）が含まれた。民間会社
として発足して現在はフレデリクスボー県内に適切な補助器具を提供するセンターとしての役
割を果している。センターでは補助器具の貸し出し（簡単な補修）・展示を行っている。コペ
ンハーゲンの北約30キロほどの距離である。資料によると，センターの補助器具は自治体や病
院，医師などからの要請や処方に従って貸し出されている。全国的な機関として公共に貸し出
しをおこない5ヵ所に貸し出し保管場所を持つ。専門的なアドヴァイスのできるのは本社のみ
で，10名のセラピスト（全国的には50名ほど）が働いているという。貸し出しは必要性が認め
られれば，日常のメンテナンスは利用者の負担であるが，その他はすべて無料。
　貸し出し器具の範囲は広く，電動三輪スクーターも展示されている。市からの身障者用自動
車の注文も受けることがあり，センター内のトライク（三輪オートバイ・大型は乗用車を超え
るほど高額である）に跨がる男性の写真もあった。注文にはセラピストのアドヴァイスがあ
り，日常の家庭生活や仕事において，失われた機能を代償するという目的が明確でなければな
らない。ただ本人が楽だからということではなく，セラピストは本当に必要であるかどうかを
判断しなければならないこともあると語ってくれた。ちなみに，贅沢品とみなされるようなも
のは半額自己負担とのことである。
　その他，労働環境へのアドヴァイスに出掛けて行くこともあり，身障者用住宅の改造・設計
のアドヴァイスも行うという。各種の補助器具を見学していると，学生がつぶやいた，「子ど
も用の補助器具は，大人のミニチュア版ではない」。子どもたちが喜びそうな工夫が凝らされ
ているのである。展示器具は各社がデザインや機能を競い合っているのが判る。多くの需要が
あれば公的買い上げに伴う効果が期待できるのだろう。
　入浴ほかディスエイブルの人々の移動介助用のリフトは，改良が加えられている。操作が非
常に容易に見えた。また，筆者が一部の補助器具にキリスト教文化的な想像を感じたものが
あったので述べておきたい。それは，介助型車椅子にしてもある種のベッドにしても上方移動
時の高さが際立っているように思えるのである。勿論ケアーする側に体型的な利点があるとし
ても，そこまで高く上げなくてもという感じを懐いた〔ベビーカーも同様であった〕。キリス
ト教会の尖塔は，天に届かんとするように聾えている。信仰的・文化的な上方への憧れと補助
器具の上下移動の高さは，無関係ではないかもしれないと感じたが，どうだろうか。
　8．オレ・コレ
　GIMLEはビルケゴーにあるオレ・コレ（英語ではOld　Collectiveの意とM女史が説明）と呼ば
れる高齢者が暮らす12棟のフラット住宅である。一部を除いて屋根続き。1991年，当時の町の
高齢者協会が敷地を購入し，93年2月から引っ越をする。住人が自主管理を行い，管理人は設
けていない。コペンハーゲンの北23キロの距離にある一般の郊外の住宅地のなかにあって特別
な境はない。現在は16名の居住者で，内4軒が夫妻，あと12軒は独居とのこと。入居には保証
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金を払い，家賃は諸税などの共同出費に使われる。庭仕事など生活面の仕事は自分たちで行
い，仲間同士は年代も近く互いに交流があるとの説明を受けた。
　オレ・コレでは男女2人の高齢者が対応をしてくれた。集会や家族などの宿泊に用いられる
という独立棟で説明を受けた。このコミュニティーでは月に1度の食事会をおこなうほか，夏
期にはバーベキュー・パーティーや遠足もする。入居希望的も多い。現在は25軒分のウエイ
ティングリストとのことである。居住者が亡くなるなどして空がなければ入れない。17年前の
入居保証金が現在は3倍の価値があるとも話してくれた。整頓された居室に案内された。渡さ
れた手描きの部屋の図面では，間取りは共通しており94㎡と65㎡の2タイプがある。内部はい
たってシンプル。シャワー・トイレ室には浴槽はない。居間には立派な家具や本棚が置かれて
いる。こうした家具・調度品などは個人が持って来たものだという。書架に整然と並べられて
いる本は，利用者の知的レベルの高さを物語っている。
　対応してくれた老婦人が語ったことが印象深かった。ここで暮らしている老人たちは，社会
から壁を作っているのでないかと言うのである。子どもが石を投げることも，若者たちの大音
量の音楽も聞こえない，とも語った。しかし自分たちはここの生活に満足し，楽しんでいる，
と念を押した。子どもたちがはしゃぎ回り，投石してマドガラスを割って叱られる。現代的な
若者が音楽を迷惑もかまわず聞いている。そうしたことは家族を取り巻く自然な光景であった
だろう。筆者には，自然でごく普通な，老人と子ども三世代をまじえた家族との生活がやはり
彼らの憧れではなかろうかと，感じたのである。前述の市内の高齢者団体を訪問した際にも，
事務局長の話に同様な感じを懐いた。
　学生たちが，男性の高齢者の案内で周囲を見て巡っている間に，その老婦人が，予定にはな
い，自分の居室に筆者を案内してくれた。入り口には小さな花壇がある。独り暮らしのその老
婦人の部屋は，先に訪れた部屋に比して大変質素である。室内は綺麗に整頓されている。居間
の書架には書物が沢山並んでいた。日本文学にも興味があると話してくれた。部屋には不釣り
合いなほど大きな，年代を感じさせるGrandfather　Clock（振り子式の大型箱時計）が，止まっ
たままで置かれていた。かつてのその老婦人の生活が偲ばれるものであった。他にも，入り口
近くのボードに立派な置き時計がある。それも止まったままである。「父母から贈られたもの
です」，と彼女は，時計の針をまわして，時報の音色を懐かしがるように，筆者に幾度も聞か
せてくれた。彼女は，孫娘に触れた。タイへも留学したことのあるという孫娘のことを彼女は
誇らしげに語ってくれた。その孫娘とは連絡を取り合っていると言う。老婦人は，自身の子ど
もたちのことに触れることは無く，こちらも聞くことをしなかった。「独り暮らしは寂しいこ
とはないですか？」，との質問に，「いいえ，寂しいことはありません。」とハッキリと答え
た。
　幼児や児童が，母親と多くの触れ合いの時間を持ち，家庭内で子どもたちと老人との触れ合
いもある，それを報告者が懐かしがるわけではない。そこから学べるもの活かせるものを社会
が真剣に考える時代が来ていると思う。アメリカの金融shock以来，デンマークでも経済の陰
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りは，新都市部に陸続と建築されたアパートの売れ残り状態がそれを物語っているという。
まとめに代えて
　報告者は，帰国後，家人に語った。「本当に，今回は教師冥利につきた。こんなに，学生た
ちのことを考えて一緒に過ごしたことはない。とてもそれが楽しかった。」。筆者の偽らざる本
音である。滞在中に学生たちとのミーティングの際，一人の学生が「北欧の福祉社会を理想モ
デルとしたそのままのコピーではなく，日本には日本の文化や伝統に根ざした取り組みがあっ
てよいのでは」と，感想を述べた。
　参加した学生たちも皆よかった。適度に引率者を心配させてくれた。滞在中，各人のその日
の観察や感想を話し合う機会を設けたのは，個々の観察でもそれらをあわせれば，新しい気づ
きになると考えたからである。訪問施設ごとに報告班を分けたので，それらの報告の方が，詳
細なレポートになると思っている。
　この報告では，訪問したBROGENDAGERSKOLEN（ブローゲンダゲルスコーレン，自閉症
児の学校教育・放課後の学童保育所）に関してはII章で触れなかった。そこで受けた説明は，
関連領域の実践者や研究者にとって大変有益であったことをつけ加えておきたい。
　本稿を執筆中の9月14日（火）付けの読売新聞12面に，高齢者ご夫婦の記事が写真とともに
載っていた。「妻も100歳一群馬の小林さん」とあるその記事には，次女（70）夫婦宅で暮らす
老夫婦の元気な姿が写っている。「家族に囲まれて暮らせるのが何より幸せ」「しげさんは幼稚
園児の5歳のひ孫とままごとに興じるひとときに，長生きの幸せを感じるという。」その内容
が印象深かった。
　帰国後，9月22日（水），6三目に行われた海外福祉事情の時間に，参加者代表から全員が
一言を記したお礼の色紙を贈られた。報告者からも，皆に感謝したい。
〔本報告では注記を省いたが，参考になる近刊書として，野村武夫『「生活大国」デンマーク
の福祉政一ウエルビーイングが育つ条件』（2010年6月，ミネルヴァ書房）を挙げておきた
い。〕
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??????参加学生の氏名・学科・学年（学部作成参加者名簿順）望月　里沙　　社福4年
有馬　　亮　　二品4年
野原　沙恵子　社福4年
小野　由加奈　高温3年
南雲　　恵　　社福3年
青木　　文　　三三1年
平塚　早央里　社福1年
小山　沙世　　幽幽1年
茂木　美智子　社福1年
山本　智美　　社福1年
1！久保
12　陶山
13手塚
14宮崎
15小林
16鈴木
17人見
????????????
友里恵
人面4年
人血4年
人血4年
大福2年
大福1年
人平1年
人福4年
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